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1

アメリカにおける全国統一的な競業避止特約規制の形成に向けた取組み過程（三・完）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
の

形
成
に
向
け
た
取
組
み
過
程
（
三
・
完
）�

―
―�
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
（U
niform

 Restrictive Em
ploym

ent A
greem

ent A
ct

）
の

策
定
を
契
機
と
し
て
―
―

植　
　

田　
　
　
　

達

一　

は
じ
め
に

　

㈠　

本
稿
の
背
景

　

㈡　

本
稿
の
検
討
対
象

二　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
内
容

　

㈠　

策
定
の
趣
旨
お
よ
び
要
点

　
　

1　

策
定
趣
旨

　
　

2　

本
法
の
要
点

　

㈡　

総
論
的
規
定

　
　

1　

定
義
規
定
（
一
条
・
二
条
）

　
　

2　

適
用
範
囲
（
三
条
）

　

㈢　

特
約
の
要
件

　
　

1　

全
特
約
類
型
に
共
通
す
る
要
件
（
四
条
～
七
条
）

�

（
以
上
、
九
十
五
巻
八
号
）

　
　

2　

特
約
類
型
ご
と
の
要
件
（
八
条
～
一
四
条
）

�

（
以
上
、
九
十
五
巻
九
号
）

　

㈣　

権
利
救
済
等
に
関
す
る
規
定

　
　

1　

規
制
の
強
行
性
（
一
五
条
）

　
　

2　

権
利
救
済
（
一
六
条
）

　

㈤　

州
際
法
上
の
問
題
（
一
七
条
・
一
八
条
）

　

㈥　

附
則
的
規
定

　
　

1　

本
法
の
効
力
（
一
九
条
・
二
〇
条
）

　
　

2　

そ
の
他
（
二
一
条
～
二
三
条
）

三　

お
わ
り
に�

（
以
上
、
本
号
）
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二　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
内
容
（
承
前
）

㈣
　
権
利
救
済
等
に
関
す
る
規
定

1
　
規
制
の
強
行
性
（
一
五
条
）

　

一
五
条
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
本
法
に
よ
る
要
件
を
免
除
し
た
り
、
本
法
に
基
づ
く
権
利
を
放
棄
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
本
法
の
規
制
を
い
わ
ば
強
行
的
な
（m

andatory

）
も
の
に
し
て
い
る
。

一
五
条
（
放
棄
不
可
能
性
）

　

第
四
条
⒝
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
も
し
く
は
訴
訟
そ
の
他
の
紛
争
解
決
に
お
け
る
問
題
解
決
に
照
ら
し
、
雇
用
に
お
け
る

競
業
避
止
特
約
の
当
事
者
は
、
こ
の
［
法
律
］
に
よ
る
要
件
を
放
棄
し
、
ま
た
は
こ
の
［
法
律
］
に
よ
る
要
件
を
回
避
す
る
た
め
に
事
実
関

係
を
合
意
す
る
（stipulate to a fact
）
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

一
五
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈（

（16
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
根
拠
は
、
た
と
え
使
用
者
と
労
働
者
と
が
合
意
し
て
い
た
と
し
て
も
、

競
争
と
労
働
市
場
に
お
け
る
流
動
性
と
い
う
全
体
的
な
公
共
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
法
律
に
基
づ
く
要
件

が
免
除
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
公
序
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
理
由
で
、
被
用
者
が
こ
の
法
律
に
基
づ

く
要
件
は
充
足
さ
れ
て
い
る
と
訴
訟
上
合
意
す
る
（stipulate
）
こ
と
も
で
き
な
い
。
仮
に
訴
訟
上
の
合
意
（stipulation

）
が
広
く

許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
使
用
者
は
被
用
者
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
勧
誘
禁
止
特
約
が
、
実
際
に
は
過
度
に
広
範
な
内
容
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
は
そ
の
地
域
の
す
べ
て
の
顧
客
と
直
接
に
働
い
て
い
た
、
と
い
う
一
一
条
に
基
づ
い
て
勧
誘
禁
止
特
約
が
有

効
に
な
る
た
め
に
必
要
と
な
る
内
容
の
特
約
に
署
名
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
訴
訟
上
の
合
意
は
、
訴
訟
そ
の
他

の
紛
争
解
決
の
際
に
、
手
続
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
上
記
の
公
序
を
損
ね
て
も
よ
い
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と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

2
　
権
利
救
済
（
一
六
条
）

　

一
六
条
は
、「
執
行
（enforcem

ent

）」
と
「
権
利
救
済
（rem

edy

）」
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約

が
一
般
的
要
件
（
四
条
な
い
し
七
条
）
お
よ
び
各
特
約
類
型
の
要
件
（
八
条
な
い
し
一
四
条
）
を
充
足
し
て
有
効
で
あ
る
場
合
に
、
ま

た
充
足
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
六
条
に
基
づ
い
て
そ
の
法
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
。

一
六
条
（
執
行
お
よ
び
権
利
救
済
）

選
択
肢
Ａ

⒜　

裁
判
所
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
有
効
な
特
約
に
す
る
た
め
に
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

選
択
肢
Ｂ

⒜　

裁
判
所
は
、
こ
の
［
法
律
］
で
課
さ
れ
た
期
間
を
超
え
て
い
る
労
働
者
を
制
限
す
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
有
効
な
特
約

に
す
る
た
め
に
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
裁
判
所
は
、
使
用
者
が
合
理
的
か
つ
誠
実
に
当
該
特
約
が
こ
の
［
法
律
］
の
下
で
有

効
で
あ
る
と
信
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
使
用
者
の
利
益
を
保
護
し
、
当
該
特
約
を
有
効
に
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で

の
み
、
こ
の
［
法
律
］
に
そ
の
他
の
点
で
違
反
す
る
特
約
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
当
事
者
で
あ
る
労
働
者
ま
た
は
当
該
労
働
者
を
雇
用
し
、
も
し
く
は
雇
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
次
の
（subsequent

）
使
用
者
は
、
当
該
特
約
が
無
効
で
あ
る
と
い
う
確
認
判
決
（declaratory judgm

ent

）
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

⒞　

裁
判
所
は
、
他
の
司
法
上
の
権
利
救
済
に
加
え
て
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
異
議
を
申
し
立
て
、
も
し
く
は
防

御
し
、
ま
た
は
こ
の
［
法
律
］
の
違
反
を
証
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
当
事
者
に
対
し
、
⒠
項
に
基
づ
く
法
定
の
損
害
賠
償
お
よ
び

民
事
訴
訟
に
お
い
て
合
理
的
な
弁
護
士
費
用
を
認
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⒟　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
執
行
を
求
め
る
使
用
者
が
こ
の
［
法
律
］
の
遵
守
を
証
明
す
る
責
任
を
負
う
。

⒠　

使
用
者
は
、
こ
の
［
法
律
］
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
は
合
理
的
に
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止

特
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
、
民
事
違
反
を
犯
し
て
い
る
。
本
項
を
執
行
す
る
た
め
に
使
用
者
に
対
し
、［
司
法
長
官
］［
州
労
働

省
］［
そ
の
他
の
州
当
局
］
は
労
働
者
を
代
理
し
て
訴
訟
を
提
起
し
、
ま
た
は
労
働
者
は
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

裁
判
所
は
、
本
項
の
各
違
反
に
対
し
て
一
つ
の
特
約
に
つ
き
労
働
者
一
人
当
た
り
、［
五
〇
〇
〇
］
ド
ル
を
超
え
な
い
法
定
の
損
害

賠
償
を
認
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

権
利
救
済
に
つ
い
て
定
め
る
一
六
条
に
は
、
過
度
に
広
範
な
特
約
の
修
正
の
可
否
（
不
可
と
す
る
⒜
項
の
選
択
肢
Ａ
お
よ
び
一
定
の

場
合
に
可
と
す
る
⒜
項
の
選
択
肢
Ｂ
）、
確
認
判
決
（
⒝
項
）、
弁
護
士
費
用
（
⒞
項
）、
立
証
責
任
の
分
配
（
⒟
項
）、
制
裁
金
（
⒠
項
）

の
ル
ー
ル
が
置
か
れ
て
い
る
。

⑴
　
広
範
な
特
約
の
修
正

　

過
度
に
広
範
な
特
約
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
の
問
題
と
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
に
各
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

で
も
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
本
法
一
六
条
⒜
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
お
よ
び
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
立
場
を
み
て
い
く
。

ⅰ
　
権
利
救
済
に
関
す
る
策
定
以
前
の
状
況

　

ま
ず
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第
八
章
第
一
節
（「
無
効
総
則
（unenforceability in general

）」）
の
一
八
四
条
が

契
約
の
一
部
が
有
効
と
な
る
場
合
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る（

（17
（

。

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
四
条
（
合
意
の
残
部
が
有
効
と
な
る
場
合
）

⑴　

第
一
七
八
条（

（17
（

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
合
意
の
一
部
が
無
効
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
、
合
意
と
し
て
無
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効
に
な
っ
た
履
行
（perform

ance

）
が
合
意
さ
れ
た
交
換
（agreed exchange

）
の
本
質
的
部
分
で
な
い
と
き
、
重
大
な
違
法
行

為
を
行
わ
な
か
っ
た
当
事
者
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
、
合
意
の
残
部
を
有
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（17
（

。

⑵　

裁
判
所
は
、
契
約
条
件
の
執
行
を
求
め
る
当
事
者
が
誠
実
に
、
か
つ
、
公
正
取
引
の
合
理
的
基
準
に
従
っ
て
当
該
条
件
を
得
た
場
合
、

第
一
項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
そ
の
契
約
条
件
の
一
部
の
み
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
四
条
⑵
項
が
記
述
す
る
ル
ー
ル
は
、
契
約
条
件
が
、
よ
り
狭
い
条
件
で
あ
れ
ば
有
効
に

な
る
と
こ
ろ
、
広
範
す
ぎ
る
た
め
に
公
序
違
反
を
理
由
に
無
効
と
な
る
（
一
八
八
条
⑴
項
な
ど
。
前
記
㈢
2
⑴
ⅰ
参
照
）
場
合（

（17
（

を
想
定

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
の
下
で
、
裁
判
所
は
、
合
意
の
文
書
訂
正
（reform

ation

）
の
権
限
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
契

約
条
件
の
範
囲
を
追
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
契
約
条
件
が
優
越
的
地
位
に
あ
る
当
事
者
が
提
供
し
た
標
準
的
な
書
式
に

含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
一
方
の
当
事
者
が
優
越
的
地
位
（dom

inant bargaining pow
er

）
を
利
用
し
て
公
序
に
反
す
る
こ
と
が
明

ら
か
な
広
範
な
約
束
を
締
結
さ
せ
た
場
合
に
は
、
こ
の
権
限
は
行
使
さ
れ
な
い（

（17
（

。
な
お
、
一
八
四
条
は
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
五
一
八
条（

（17
（

を
基
礎
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
条
の
ル
ー
ル
の
う
ち
、
一
部
の
み
を
有
効
に
す
る
た
め
に
は
契
約

条
件
が
分
割
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
部
分
は
、
判
例
に
反
す
る
こ
と
と
学
説
か
ら
強
い
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を

理
由
に
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
四
条
で
は
変
更
さ
れ
て
い
る（

（17
（

。

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
八
条
（
不
合
理
な
競
業
避
止
特
約
の
修
正
）

　

裁
判
所
は
、
雇
用
契
約
上
の
広
範
囲
に
わ
た
る
競
業
避
止
特
約
に
お
け
る
条
項
を
削
除
し
（delete

）
ま
た
は
修
正
し
た
（m

odify

）
う

え
で
、
修
正
さ
れ
た
と
お
り
に
当
該
特
約
を
有
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
契
約
が
修
正
を
許
容
（allow

）
し
な
い
場
合
、

ま
た
は
、
使
用
者
が
、
当
該
特
約
が
有
効
で
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
に
つ
き
、
合
理
的
か
つ
誠
実
な
根
拠
を
欠
く
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

特
約
が
有
効
で
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
に
つ
き
合
理
的
か
つ
誠
実
な
根
拠
を
欠
く
こ
と
は
、
当
該
特
約
の
全
体
的
な
広
範
性
の
み
に
よ
り
、
ま

た
は
、
使
用
者
が
そ
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
超
え
た
こ
と
を
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
ほ
か
の
証
拠
と
の
結
合
に
よ
る
広
範
性
に
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よ
り
、
明
ら
か
に
な
り
う
る（

（17
（

。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
八
条
が
記
述
す
る
ル
ー
ル
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
過
度
に
広
範
な
競
業
避
止
特
約
を
、
八
・

〇
七
条
（
前
記
㈢
2
⑴
ⅱ
参
照
）
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
使
用
者
の
保
護
に
値
す
る
利
益
に
合
わ
せ
て
合
理
的
に
限
定
し
た
特
約
に
修

正
し
た
上
で
、
有
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、「
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
リ
ン
グ
（blue penciling

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ル
に
よ
る
修
正
は
、
裁
判
所
の
正
当
な
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
る
が
、
そ
の
裁
量
は
、
労
働
者
が
文
字
ど
お
り
の
内
容
で
有

効
な
も
の
と
と
ら
え
る
（
誤
解
す
る
）
可
能
性
が
あ
る
過
度
に
広
範
な
競
業
避
止
特
約
を
使
用
者
が
策
定
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

創
出
し
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
裁
判
所
に
よ
る
修
正
を
禁
止
し
、
裁
判
所
は
無
効
と
す
る

か
（
修
正
せ
ず
に
）
有
効
と
す
る
か
の
二
者
択
一
の
み
の
ル
ー
ル
も
、
裁
判
所
が
部
分
的
に
有
効
な
（valid

）
特
約
を
完
全
に
は
否

定
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
労
働
者
が
有
効
（enforceable

）
と
み
な
す
過
度
に
広
範
な
特
約
を
策
定
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
使
用
者

に
与
え
る
法
体
制
に
長
期
的
に
は
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
七
か
月
と
い
う
期
間
の
競
業

制
限
に
つ
い
て
六
か
月
の
制
限
が
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
特
約
を
完
全
に
無
効
と
は
せ
ず
、
よ
り
大
き
な
競
業
制
限

を
認
め
、
そ
の
結
果
、
七
か
月
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
先
例
が
創
出
さ
れ
、
将
来
こ
れ
に
使
用
者
が
引
き
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
同
条
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
示
さ
れ
た（

（17
（

。

　

特
約
が
過
度
に
広
範
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
て
、
合
理
的
な
使
用
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
特
約
が
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る

と
は
考
え
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
誠
実
さ
に
欠
け
る
（「
当
該
特
約
の
全
体
的
な
広
範
性
」）。
ま
た
、
不
誠
実
さ
を
示
す
追
加
の
証

拠
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
（「
ほ
か
の
証
拠
と
の
結
合
に
よ
る
広
範
性
」）。
同
条
の
ル
ー
ル
の
下
で
は
、
競
業
避
止
特
約
の
過
度
広
範

性
が
証
明
さ
れ
た
場
合
、
使
用
者
は
、
修
正
を
正
当
化
す
る
た
め
に
誠
実
さ
を
証
明
す
る
責
任
を
負
う（

（17
（

。
ま
た
、
競
業
避
止
特
約
の

正
当
な
利
益
は
、
特
約
締
結
時
お
よ
び
執
行
時
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
前
記
㈢
2
⑴
ⅱ
参
照
）、
使
用
者
が
不
誠
実
に
特
約
を

締
結
さ
せ
た
場
合
も
無
効
と
な
る（

（18
（

。
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ⅱ
　
本
法
一
六
条
⒜
項
に
基
づ
く
特
約
の
修
正
の
当
否

　

続
い
て
、
本
法
一
六
条
に
関
す
る
注
釈（

（18
（

か
ら
、
特
約
の
修
正
の
可
否
、
確
認
判
決
、
弁
護
士
費
用
、
立
証
責
任
の
分
配
、
制
裁
金

に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
一
六
条
⒜
項
は
、
過
度
に
広
範
な（

（18
（

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
修
正
す
る
（m

odify

）
裁
判
所
の
権
限
に
つ
い
て
定

め
て
い
る
。
裁
判
所
に
よ
る
特
約
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
大
別
す
る
と
、
州
に
よ
っ
て
異
な
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
そ
れ

が
、
レ
ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
と
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
（
文
書
訂
正
（reform

ation

））
の
二
つ
で
あ
り
、
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
う
る
。

　

レ
ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
過
度
に
広
範
で
あ
る
場
合
、
裁
判
所
は
そ
の
特
約
を
無
効
と
す
る
、
と

い
う
明
快
な
考
え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
競
業
禁
止
特
約
が
、
労
働
者
は
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
で
は
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
内
容

だ
っ
た
と
こ
ろ
、
使
用
者
が
現
実
に
競
争
を
行
っ
て
い
る
同
州
西
部
の
シ
ャ
イ
ア
ン
郡
お
よ
び
キ
ン
ボ
ー
ル
郡
の
み
を
対
象
と
す
る

特
約
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
た
と
い
う
場
合
は
、
そ
の
競
業
禁
止
特
約
は
、
広
範
で
あ
り
、
レ
ッ

ド
ペ
ン
シ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
で
は
、
シ
ャ
イ
ア
ン
郡
お
よ
び
キ
ン
ボ
ー
ル
郡
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
に
よ
り
無
効
と
判

断
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
レ
ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
根
拠
は
、
特
約
が
無
効
と
な
る
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
使

用
者
が
過
度
に
広
範
な
特
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
こ
と
に
あ
る
。
レ
ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
を
採
用
す
る
州
と
し
て
は
、
ネ
ブ
ラ

ス
カ
州（

（18
（

、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州（

（18
（

、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州（

（18
（

が
あ
る
。

　

レ
ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
点
は
、
裁
判
所
に
二
者
択
一
を
迫
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
過
度
に
広
範
な
条
項

を
裁
判
所
が
容
認
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
危
険
性
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
西
部
の
例
で
い
う
と
、
競
業
禁
止

特
約
が
、
シ
ャ
イ
ア
ン
郡
、
キ
ン
ボ
ー
ル
郡
に
加
え
、
か
つ
て
会
社
が
短
期
間
事
業
を
行
っ
て
い
た
バ
ナ
ー
郡
を
対
象
と
す
る
も
の

だ
っ
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
バ
ナ
ー
郡
の
部
分
は
広
範
に
過
ぎ
る
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
裁
判
所
に
は
、
競
業
禁
止
特
約
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を
完
全
に
否
定
す
る
か
、
わ
ず
か
な
超
過
を
許
容
す
る
か
、
と
い
う
選
択
肢
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
競
業
禁
止
特

約
を
有
効
と
す
る
ほ
う
が
正
義
に
適
う
と
考
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
過
度
に
広
範
な
特
約

が
司
法
に
定
着
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

文
書
訂
正
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
過
度
に
広
範
な
競
業
禁
止
特
約
を
修
正
し
、
修
正
後
の
特
約
を
有
効
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
引
き
続
き
、「
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
」
を
対
象
と
す
る
競
業
禁
止
特
約
を
例
に
と
る
と
、
会
社
が
シ
ャ
イ
ア
ン
郡
と
キ
ン

ボ
ー
ル
郡
で
の
み
競
争
し
て
い
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
文
書
訂
正
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
で
、
使
用
者
が
現
実
に
競
争
し
て
い
る
同
州
の

西
部
郡
に
特
約
を
限
定
し
、
修
正
後
の
特
約
を
有
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
レ
ッ
ド
と
ブ
ル
ー
が
混
ざ
り

合
っ
て
い
る
（
た
だ
し
青
み
が
強
い
）
た
め
、
パ
ー
プ
ル
ペ
ン
シ
ル
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
の
う
ち
厳
格
な
方
式
で
は
、
限
ら
れ
た
方
法
で
の
裁
判
所
に
よ
る
文
書
訂
正
が
可
能
と
さ
れ
る（

（18
（

。
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、（
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
に
よ
っ
て
理
想
的
な
形
で
）
無
効
な
条
項
を
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、

契
約
上
の
文
言
を
変
更
す
る
（change
）
こ
と
は
で
き
な
い
。
引
き
続
き
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
西
部
の
例
で
い
う
と
、
厳
格
な
ブ
ル
ー

ペ
ン
シ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
で
は
、
裁
判
所
は
、「
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
」
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
シ
ャ
イ
ア
ン

郡
お
よ
び
キ
ン
ボ
ー
ル
郡
の
名
称
を
追
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
競
業
禁
止
特
約
は
無
効
と
な
る
。
し
か
し
、

仮
に
こ
の
競
業
禁
止
特
約
が
「
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
」
と
い
う
文
言
で
は
な
く
、
同
州
に
あ
る
九
三
の
郡
を
一
つ
一
つ
列
挙
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
で
、
裁
判
所
は
他
の
九
一
の
郡
を
削
除
し
、
シ
ャ
イ
ア
ン
郡
お
よ
び
キ
ン
ボ
ー
ル
郡

の
競
業
禁
止
を
有
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
方
式
に
対
す
る
主
な
批
判
は
、
こ
の
よ
う
な
人
為
的
な
区
別
を
生

み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
研
究
者
は
、
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
と
他
の
文
書
訂
正
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
間
の
微
妙
な
区
別
を
説
明
す
る
こ
と
に

多
く
の
労
力
を
費
や
し
て
き
た
が
、
近
年
の
傾
向
は
、
厳
格
な
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
か
ら
文
書
訂
正
ア
プ
ロ
ー
チ
（
ま
た
、
レ
ッ
ド
ペ

ン
シ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
に
向
か
っ
て
い
る
州
も
あ
る
）
よ
う
で
あ
る
。
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裁
判
所
に
よ
る
文
書
訂
正
ア
プ
ロ
ー
チ
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
裁
判
所
が
、
過
度
に
広
範
な
特
約
を
修
正
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
使
用
者
が
、
合
理
的
か
つ
誠
実
に
特
約
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
場
合
に
限
ら
れ
る
（
選
択

肢
Ｂ
の
一
六
条
⒜
項
後
段
）。
こ
の
合
理
的
か
つ
誠
実
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
、
使
用
者
は
過
度
に
広
範
な
条
項
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
引
き
続
き
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
西
部
で
の
み
競
争
し
て
い
る
会
社
を
例
に
と
る
と
、
使
用
者
は
、
メ
イ

ン
州
に
移
ろ
う
と
す
る
労
働
者
を
も
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
万
一
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
も
、
な
お
文
書
訂
正
を
行
う
裁
判
所

が
シ
ャ
イ
ア
ン
郡
お
よ
び
キ
ン
ボ
ー
ル
郡
で
の
競
業
禁
止
特
約
を
有
効
と
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
全
米
を
対
象
と
し
た
（
ま
た
は
、

厳
格
な
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
全
て
の
郡
を
列
挙
し
た
）
競
業
禁
止
特
約
を
作
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
議
論
状
況
を
踏
ま
え
、
本
法
は
一
六
条
⒜
項
に
つ
き
、
二
つ
の
選
択
肢
を
用
意
し
て
い
る
。
同
項
の
選
択
肢
Ａ
は
、

本
法
を
採
択
す
る
州
が
レ
ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
ル
ー
ル
を
採
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
前
記
の
通
り
、
そ
の
根
拠
は
明
快
で

あ
る
。
本
法
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
明
確
な
ル
ー
ル
を
明
文
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
雇
用
に
お
け
る
競
業
避

止
特
約
が
本
法
を
遵
守
し
な
い
場
合
、
そ
の
特
約
は
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
り
、
裁
判
所
は
当
該
特
約
を
執
行
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

同
項
の
選
択
肢
Ｂ
は
、
一
定
の
状
況
下
で
裁
判
所
に
よ
る
文
書
訂
正
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
選
択
肢
Ｂ
の
一
六
条
⒜
項
前
段
に

よ
り
、
裁
判
所
は
、
八
条
な
い
し
一
四
条
が
定
め
る
各
特
約
類
型
の
期
間
の
上
限
を
超
え
た
特
約
を
書
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

例
え
ば
、
勧
誘
禁
止
特
約
の
期
間
が
一
八
か
月
で
あ
る
場
合
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
一
年
に
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
期

間
の
上
限
以
外
の
点
で
過
度
に
広
範
な
特
約
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
大
き
な
裁
量
権
を
も
っ
て
い
る
。
七
条
は
、
す
べ
て
の
雇
用

に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
例
え
ば
、
あ
る
競
業
禁
止
特
約
の
期
間
が
九

か
月
は
不
合
理
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
は
六
か
月
間
が
妥
当
だ
と
判
断
し
た
が
、
使
用
者
は
九
か
月
間
が
有
効
で
あ
る
と
合
理
的
か
つ

誠
実
に
考
え
た
場
合
、
選
択
肢
Ｂ
の
一
六
条
⒜
項
の
下
で
、
裁
判
所
は
、
九
か
月
が
八
条
⑶
号
🄑
に
規
定
さ
れ
た
上
限
期
間
を
超
え

て
い
な
い
た
め
、
特
約
を
九
か
月
か
ら
六
か
月
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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選
択
肢
Ｂ
を
採
用
し
た
場
合
の
本
法
一
六
条
⒜
項
後
段
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
四
条
⑵
項
お
よ
び
雇
用
法

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
八
条
の
ル
ー
ル
と
概
ね
同
じ
内
容
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
趣
旨
や
解
釈
も
、
本
法
一
六
条
⒜
項
後
段
に
と
っ
て
一
定
程
度
参
考
に
な
り
う
る
（
本
法
三
条
⒝
項
前
段
に
つ

き
、
前
記
㈡
2
）。

⑵
　
そ
の
他
の
権
利
救
済
手
段

　

本
法
の
下
で
、
労
働
者
が
有
効
な
雇
用
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
差
止
命
令

（injunction

（
（18
（

）
や
損
害
賠
償
（dam

ages

（
（18
（

）
な
ど
の
標
準
的
な
救
済
手
段
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
約
が
損
害
賠
償
額
を
予
定

す
る
場
合
、
裁
判
所
は
通
常
の
契
約
法
理
を
適
用
し
、
予
定
さ
れ
た
損
害
賠
償
額
を
認
め
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（18
（

。

こ
れ
は
本
法
に
よ
り
変
更
さ
れ
な
い
標
準
的
な
民
事
手
続
で
あ
る
た
め
、
本
法
に
基
づ
く
規
定
は
必
要
な
い
（
本
法
三
条
⒝
項
後
段
）。

⑶
　
確
認
判
決

　

一
六
条
⒝
項
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
が
労
働
者
や
そ
の
新
た
な
使
用
者
に
と
っ
て
不
明
で
あ
る
場
合
に
、
確
認
判
決
を
求

め
る
権
利
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
確
実
性
お
よ
び
明
確
性
を
高
め
、
特
約
の
有
効
性
が
不
明
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
労
働
者
の
流
動
性
に
対
す
る
萎
縮
効
果
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
条
に
よ
り
、
労
働
者
は
、
現
職
に
留
ま
る
か
、
転
職
し
た

上
で
後
の
訴
訟
に
お
い
て
被
告
と
な
る
リ
ス
ク
を
負
う
か
の
い
ず
れ
か
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
労
働
者
自
身
ま
た
は
そ

の
使
用
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
者
は
、
競
業
避
止
特
約
が
無
効
で
あ
る
と
い
う
裁
判
所
に
よ
る
確
認
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。

　

他
方
、
本
法
は
、
前
使
用
者
が
、
競
業
避
止
特
約
が
有
効
で
あ
る
こ
と
の
確
認
判
決
を
得
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
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い
な
い
。
こ
れ
は
、
本
法
の
影
響
を
受
け
な
い
州
の
手
続
法
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
適
切
な
確
認
判
決
と
、
一
部
の
州
で
認

め
ら
れ
て
い
な
い
勧
告
的
意
見
（advisory opinion

）
と
の
間
の
違
い
で
あ
る
。
前
使
用
者
は
、
労
働
者
や
新
使
用
者
と
は
異
な
り
、

現
実
の
違
反
ま
た
は
違
反
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
裁
判
所
に
特
約
の
執
行
を
求
め
る
と
い
う
選
択
肢
を
常
に
も
っ
て
い
る
。

⑷
　
弁
護
士
費
用

　

弁
護
士
費
用（

（19
（

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
多
く
の
労
働
者
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
ず
、
新
た
な
使
用
者
も
、
競
業
制
限
が
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
不
穏
な
状
況
の
な
か
で
は
労
働
者
を
雇
用
す
る

こ
と
を
見
送
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
六
条
⒞
項
は
、
民
事
上
の
当
事
者
、
す
な
わ
ち
、
労
働
者
や
新
た
な
使
用
者
に
つ
い

て
裁
判
所
が
弁
護
士
費
用
を
認
容
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
同
条
⒠
項
に
基
づ
く
公
的
訴
訟
に
勝
訴
し
て
も
、
弁

護
士
費
用
は
認
容
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
同
条
⒞
項
は
、
労
働
者
に
、
実
損
害
に
加
え
て
、
法
定
の
損
害
賠
償
を
認
容
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
。
労
働
者
が
特
約
の
実
体
的
な
有
効
性
に
対
す
る
異
議
申
立
て
や
防
御
に
成
功
し
た
場
合
、
お
よ
び
、
四
条
に
基
づ
く

適
切
な
通
知
の
不
履
践
や
、
五
条
に
基
づ
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
低
賃
金
労
働
者
に
対
す
る
競
業
避
止
特
約
の
締
結
の
要
求
な
ど
、

使
用
者
に
よ
る
本
法
の
違
反
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
、
救
済
措
置
が
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑸
　
立
証
責
任
の
分
配

　

一
六
条
⒟
項
は
、
立
証
責
任
に
関
す
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
使
用
者
が
特
約
の
執
行
を
求
め
る
原
告

と
な
っ
て
い
る
か
特
約
に
異
議
を
申
し
立
て
る
訴
訟
の
被
告
と
な
っ
て
い
る
か
に
関
係
な
く
、
本
法
の
遵
守
を
証
明
す
る
責
任
は
使

用
者
が
負
う
こ
と
を
確
認
的
に
定
め
て
い
る
。
本
法
の
遵
守
に
関
す
る
こ
の
立
証
責
任
の
分
配
は
、
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
本
法

の
審
査
と
一
致
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
情
報
へ
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
当
事
者
に
立
証
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
例
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え
ば
、
あ
る
特
定
の
地
域
が
適
切
で
あ
る
理
由
や
、
活
動
の
種
類
が
使
用
者
の
事
業
と
真
に
競
合
す
る
も
の
で
あ
る
理
由
を
説
明
す

る
に
は
、
使
用
者
自
身
の
活
動
で
あ
る
た
め
、
使
用
者
の
ほ
う
が
よ
り
良
い
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑹
　
制
裁
金

　

一
六
条
⒠
項
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
た
使
用
者
に
対
す
る
制
裁
金
（penalty

）
を
定
め

て
い
る
。
禁
止
さ
れ
て
い
る
特
約
が
締
結
に
は
至
ら
ず
、
単
に
こ
れ
を
提
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
は
、
制
裁
金
は
発
生
し
な
い
。

ま
た
、
競
業
制
限
の
期
間
と
し
て
六
か
月
で
十
分
で
あ
る
の
に
誤
っ
て
八
か
月
を
提
示
し
た
よ
う
な
悪
意
の
な
い
違
反
は
、
合
理
的

な
使
用
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
競
業
制
限
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
制
裁
金
の
対
象
に

は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
し
使
用
者
が
、
営
業
秘
密
の
保
護
に
基
づ
く
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
、
退
職
後
二
年
間
の
競
業
制
限

を
提
案
し
た
場
合
、
こ
れ
は
、
八
条
⑶
号
🄑
で
明
白
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
合
理
的
な
使
用
者
で
あ
れ
ば
禁
止
さ
れ
な
い
と
は
考
え

な
い
こ
と
か
ら
、
制
裁
金
規
定
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

制
裁
金
規
定
の
究
極
の
目
的
は
、
無
効
な
競
業
禁
止
特
約
の
ま
ん
延
の
防
止
に
あ
る
。
単
に
過
度
に
広
範
な
特
約
が
無
効
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
す
る
だ
け
で
は
、
よ
り
良
い
職
業
の
機
会
を
求
め
る
こ
と
が
真
に
適
切
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
妨
げ
る
よ

う
な
、
多
く
の
労
働
者
に
対
す
る
萎
縮
効
果
に
対
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

括
弧
書
に
し
て
い
る
制
裁
金
額
の
五
〇
〇
〇
ド
ル
に
つ
い
て
、
本
法
は
、
各
州
に
対
し
て
適
切
な
制
裁
金
額
を
選
択
す
る
裁
量
権

を
付
与
し
て
い
る
。
一
個
の
五
〇
〇
〇
ド
ル
の
違
反
で
は
、
大
企
業
に
と
っ
て
は
取
る
に
足
ら
な
い
金
額
に
も
み
え
る
が
、
二
〇
名

の
労
働
者
が
こ
の
法
律
に
違
反
す
る
競
業
避
止
特
約
に
応
じ
た
場
合
、
そ
の
使
用
者
は
突
然
高
額
の
制
裁
金
（fine

）
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
使
用
者
が
、
一
名
の
労
働
者（

（19
（

に
対
し
て
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
複
数
（
例

え
ば
、
勧
誘
禁
止
特
約
、
競
業
禁
止
特
約
お
よ
び
引
抜
禁
止
特
約
）
ま
と
め
て
締
結
し
た
場
合
も
、
制
裁
金
額
は
相
当
な
も
の
に
な
る
。
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一
六
条
⒠
項
の
括
弧
書
に
し
て
い
る
の
は
、
本
法
を
執
行
す
る
州
の
機
関
で
あ
り
、
各
州
は
、「
司
法
長
官
」
も
し
く
は
「
労
働

省
」
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
そ
の
両
方
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
雇
用
法
を
執
行
す
る
機
関
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
、
州
に
よ
っ

て
異
な
る
。
州
が
こ
の
執
行
責
任
を
ど
の
よ
う
に
割
り
当
て
て
い
る
に
し
て
も
、
各
機
関
は
通
常
の
執
行
権
限
を
す
べ
て
持
つ
べ
き

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

行
政
機
関
は
、
執
行
の
た
め
の
資
源
を
無
限
に
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
現
場
で
発
生
し
て
い
る
違
反
、
特
に
小
規
模

な
違
反
を
認
知
し
て
す
ら
い
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
法
は
、
こ
の
法
律
で
は
、
弁
護
士
費
用
や
法
定
の
損
害
賠

償
を
請
求
で
き
る
民
事
的
な
訴
訟
原
因
も
創
設
し
、
別
の
執
行
の
手
段
を
創
設
し
て
い
る
。
公
法
上
の
訴
訟
原
因
と
民
事
上
の
訴
訟

原
因
と
は
重
複
し
な
い
た
め
、
使
用
者
は
同
じ
違
反
に
対
し
て
一
組
の
法
定
損
害
賠
償
を
受
け
る
だ
け
で
あ
る
。

㈤
　
州
際
法
上
の
問
題
（
一
七
条
・
一
八
条
）

　

本
法
は
、
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
の
双
方
に
と
っ
て
、
競
業
避
止
特
約
規
制
が
全
国
で
統
一
的
に
実
施
さ
れ
る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
望
ま
し
い
と
い
う
観
点
か
ら
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
前
記
㈠
1
⑶
）
た
め
、
本
法
の
適
用
お
よ
び
解
釈
の
統
一
性
を
掲
げ

る
一
八
条
は
、
そ
の
本
法
の
政
策
目
標
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
各
州
で
の
本
法
の
採
択
に
よ
る
統
一
化
が

完
遂
さ
れ
る
ま
で
は
、
州
ご
と
に
異
な
る
ル
ー
ル
が
重
大
な
課
題
と
し
て
残
る
た
め
、
州
際
法
に
関
す
る
規
定
と
し
て
一
七
条
が
置

か
れ
て
い
る
。

一
七
条
（
準
拠
法
選
択
お
よ
び
裁
判
地
選
択
）

⒜　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
選
択
（choice of law
）
条
項
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当

該
特
約
の
下
で
発
生
し
て
い
る
紛
争
に
は
、
労
働
者
が
使
用
者
の
た
め
に
主
と
し
て
（prim

arily

）
働
く
法
域
の
法
律
が
、
雇
用
関

係
が
終
了
し
て
い
る
と
き
に
は
当
該
関
係
が
終
了
し
た
時
点
で
労
働
者
が
主
と
し
て
働
い
た
法
域
の
法
律
が
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
当
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該
特
約
が
求
め
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⒝　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
裁
判
地
選
択
（choice of venue

）
条
項
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、

当
該
特
約
の
下
で
発
生
し
て
い
る
紛
争
が
次
の
法
域
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
当
該
特
約
が
求
め
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⑴　

労
働
者
が
主
と
し
て
働
く
か
、
雇
用
契
約
が
終
了
し
て
い
る
と
き
に
は
当
該
関
係
が
終
了
し
た
時
点
で
労
働
者
が
主
と
し
て
働

い
た
法
域

⑵　

労
働
者
が
紛
争
時
点
に
居
住
し
て
い
る
法
域

一
八
条
（
適
用
お
よ
び
解
釈
の
統
一
性
）

　

こ
の
統
一
法
の
適
用
お
よ
び
解
釈
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
こ
の
統
一
法
を
制
定
し
た
法
域
間
で
の
法
の
統
一
の
促
進
を
考
慮
す
る
も
の
と

す
る
。

　

一
七
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈（

（19
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

本
法
の
中
心
的
な
目
的
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
、
明
確
で
予
測
可
能
な
統
一
法
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
法
域
が
こ
の
統
一
法
を
採
用
し
、
一
八
条
が
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
統
一
性
を
念
頭
に
置
い
て
本
法
を
適
用
し
解
釈
す

る
こ
と
を
、
裁
判
所
が
推
進
す
れ
ば
、
多
く
の
法
域
の
法
が
実
体
的
に
同
じ
も
の
に
な
る
た
め
、
準
拠
法
選
択
条
項
は
そ
れ
ほ
ど
重

要
で
は
な
く
な
る
。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
は
、
本
法
を
採
用
す
る
各
州
が
、
例
え
ば
特
約
が
交
渉
ま
た
は
締
結
さ
れ
た
場
所
や
、
使
用

者
の
主
た
る
事
業
所
や
設
立
地
が
あ
る
場
所
の
法
律
で
は
な
く
、
労
働
者
が
働
く
場
所
の
法
律
を
準
拠
法
と
す
る
（
一
七
条
⒜
項
）

こ
と
に
よ
り
、
統
一
性
を
高
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
一
七
条
⒝
項
の
裁
判
地
規
定
の
目
的
は
、
労
働
者
が
不
適
切
な
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
対
し
て
現
実
的
に
異

議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
地
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
法
の
実
体
的
な
規
定
を
現
実
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

特
約
を
争
う
権
利
が
、
遠
方
の
法
域
に
あ
る
と
、
多
く
の
場
合
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
現
実
的
な
意
味
を
失
う
。
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こ
の
点
で
、
裁
判
地
規
定
は
、
弁
護
士
費
用
に
関
す
る
一
六
条
⒞
項
と
同
様
の
目
的
を
有
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
こ
の
法
律
に
違

反
す
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
異
議
を
申
し
立
て
る
現
実
的
な
機
会
を
労
働
者
に
与
え
る
た
め
に
必
要
な
規
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
七
条
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
選
択
条
項
や
裁
判
地
選
択
条
項
の
有
効
性
に
関
す
る
規
定
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
条
項
を
設
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
三
条
⒝
項
後
段
の
注
釈
（
前
記
㈡
2
）
で
も
触
れ

た
通
り
、
一
七
条
も
、
準
拠
法
選
択
や
裁
判
地
選
択
に
関
す
る
州
の
一
般
的
な
法
理
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
が
準
拠
法
選
択
条
項
や
裁
判
地
選
択
条
項
を
定
め
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は
一
七
条
に
よ
り
そ
れ
ら

の
条
項
が
無
効
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
州
に
お
け
る
準
拠
法
選
択
や
裁
判
地
選
択
に
関
す
る
一
般
的
な
法
理
が
適
用
さ
れ
る
。
多
く

の
州
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（Restatem

ent 

（Second

） of Conflicts

）
の
一
九

六
条
を
適
用
す
る
。
同
条
は
、
労
務
供
給
契
約
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る（

（19
（

。

第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
九
六
条
（
労
務
供
給
契
約
）

　

労
務
供
給
契
約（

（19
（

の
有
効
性
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
権
利（

（19
（

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
に
よ
る
有
効
な
準
拠
法
選
択（

（19
（

が
な
い
場
合
、
当
該

労
務
ま
た
は
そ
の
主
要
部
分
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
契
約
上
要
求
さ
れ
る
州（

（19
（

の
実
質
法
（local law

（
（19
（

）
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

特
定
の
問
題
に
関
し
、
六
条（

（19
（

に
述
べ
ら
れ
た
原
則
の
下
で
他
の
州
が
法
律
行
為
お
よ
び
当
事
者
に
つ
い
て
よ
り
重
要
な
関
係
を
も
つ
場
合
、

こ
の
か
ぎ
り
で
な
く
、
そ
の
州
の
実
質
法
が
適
用
さ
れ
る
。

　

労
働
者
の
な
か
に
は
、
出
張
販
売
員
の
よ
う
に
同
時
に
複
数
の
州
で
働
く
者
や
、
あ
る
州
で
自
宅
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
働
き
な
が
ら
、

別
の
州
で
使
用
者
を
通
じ
て
依
頼
者
に
労
務
を
提
供
す
る
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
も
、
主
た
る
労
働
地
（place of w

ork

）
に

よ
っ
て
準
拠
法
が
定
ま
る
が
、
本
法
は
主
た
る
労
働
地
を
定
義
し
て
い
な
い
。
複
数
の
労
働
現
場
や
遠
隔
地
勤
務
の
問
題
は
、
現
代

雇
用
法
に
お
け
る
大
き
な
論
点
で
あ
り
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
法
律
を
大
き
く
超
え
る
問
題
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
同
じ
使
用
者
の
下
で
働
き
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
州
と
州
と
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。
準
拠
法
選
択

条
項
が
、
紛
争
発
生
時
に
労
働
者
が
主
と
し
て
働
い
て
い
る
場
所
を
定
め
て
い
る
場
合
、
労
働
者
の
い
る
法
域
が
変
わ
る
と
準
拠
法

も
変
更
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
条
項
が
、
主
た
る
労
働
地
と
し
て
当
事
者
が
予
期
し
て
い
た
特
定
の
州
を
定
め
て
い
た
が
、
当
該

労
働
者
が
そ
こ
か
ら
移
動
し
た
場
合
、
準
拠
法
選
択
条
項
は
無
効
と
な
る
。

㈥
　
附
則
的
規
定

1
　
本
法
の
効
力
（
一
九
条
・
二
〇
条
）

　

附
則
的
な
規
定
と
し
て
、
一
九
条
が
施
行
に
伴
う
本
法
の
効
力
を
、
二
〇
条
が
経
過
措
置
を
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。

一
九
条
（
除
外
規
定
）

　

第
二
〇
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
［
法
律
］
は
、［
こ
の
［
法
律
］
の
施
行
日
］
の
前
に
有
効
だ
っ
た
雇
用
に
お
け
る

競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

二
〇
条
（
経
過
規
定
）

　

第
四
条
⒜
項
⑸
号
お
よ
び
第
五
条
は
、［
こ
の
［
法
律
］
の
施
行
日
］
の
以
前
お
よ
び
以
降
に
締
結
さ
れ
た
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特

約
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。

　

一
九
条
お
よ
び
二
〇
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈（

（20
（

か
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で

き
る
。

　

本
法
の
中
核
的
な
規
定
の
一
部
は
、
二
〇
条
の
経
過
規
定
に
よ
り
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
規
定
は
、
一
九
条
に

よ
り
本
法
の
施
行
日
以
降
に
締
結
さ
れ
る
特
約
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
理
由
は
、
施
行
日
前

に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
本
法
が
全
く
適
用
さ
れ
な
い
と
な
れ
ば
、
本
法
の
政
策
上
の
効
果
が
完
全
に
発
揮
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
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か
っ
て
し
ま
い
、
使
用
者
は
本
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
前
に
急
い
で
特
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
懸
念
か
ら
、
本

法
を
直
ち
に
施
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
請
と
、
特
約
が
禁
止
さ
れ
無
効
と
な
る
前
に
、
特
約
に
つ
い
て
の
再
交
渉
の
時
間
を
与

え
る
た
め
に
、
施
行
日
を
制
定
か
ら
一
定
期
間
の
経
過
後
（
一
年
後
な
ど
）
に
遅
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
請
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

特
に
四
条
の
通
知
要
件
は
、
本
法
施
行
日
前
に
締
結
さ
れ
、
他
の
要
件
を
充
足
す
る
特
約
に
対
し
て
は
、
も
は
や
事
前
通
知
は
不

可
能
で
あ
る
か
ら
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
通
知
は
重
要
な
政
策
で
あ
る
が
、
使
用
者
が
当
時
は
必
要
で
な
か
っ
た
適
切
な

通
知
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
本
法
以
前
に
締
結
さ
れ
た
、
他
の
要
件
を
充
足
す
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止

特
約
を
無
効
と
す
る
の
は
酷
で
あ
る
。
本
法
以
前
の
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
本
法
前
の
ル
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど

に
服
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
者
と
労
働
者
が
本
法
に
適
応
す
る
た
め
の
時
間
を
与
え
る
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
二
〇

条
に
規
定
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
上
記
の
よ
う
な
合
意
が
悪
意
な
く
締
結
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
、
当
事
者
か
ら
交
渉
の
利

益
を
奪
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
大
き
な
混
乱
を
招
く
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

　

二
〇
条
が
、
四
条
⒜
項
⑸
号
は
即
時
に
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
は
、
本
法
の
施
行
日
前
に
締
結
さ
れ

た
特
約
に
つ
い
て
も
、
そ
の
写
し
の
交
付
を
使
用
者
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
労
働
者
は
、
自
身
の
雇

用
終
了
後
の
競
業
制
限
の
状
況
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
使
用
者
が
四
条
⒜
項
⑸
号
本
文
に

従
っ
て
特
約
の
写
し
を
提
供
し
な
い
場
合
、
同
号
の
効
果
と
し
て
、
本
法
以
前
に
は
有
効
だ
っ
た
特
約
も
無
効
と
な
る
（
前
記
㈢
1

⑴
ⅴ
参
照
）。

　

二
〇
条
は
、
五
条
も
即
時
に
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
法
施
行
日
以
前
か
ら
の
特
約
も
、
低
賃
金
労
働
者
に

対
し
て
は
無
効
と
な
る
。
五
条
は
、
本
法
に
お
け
る
最
も
重
要
な
実
体
法
上
の
革
新
の
一
つ
で
あ
り
、
最
も
高
度
な
要
請
に
基
づ
く

政
策
が
現
れ
た
規
定
で
あ
る
。
確
か
に
、
五
条
で
禁
止
さ
れ
る
特
約
の
大
部
分
は
、
現
行
法
の
下
で
も
無
効
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
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現
行
法
の
不
確
実
性
は
、
低
賃
金
労
働
者
や
キ
ャ
リ
ア
初
期
の
労
働
者
の
流
動
性
に
対
す
る
深
刻
な
萎
縮
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
可
及
的
速
や
か
に
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

合
衆
国
憲
法
の
契
約
条
項
（
第
一
編
第
一
〇
節
第
一
項
）
は
、「
い
か
な
る
州
も
、
…
…
契
約
上
の
債
権
債
務
関
係
を
侵
害
す
る
法

律
を
制
定
し
…
…
て
は
な
ら
な
い（

（20
（

」
と
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
事
後
法
的
に
適
用
さ
れ
う
る
本
法
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
、
本
法
の

制
定
は
、
州
の
福
祉
権
能
（police pow

er

）
を
有
効
に
行
使
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
既
存
の
契
約
に
本
法
の
一
部
が
適
用
さ
れ

る
と
し
て
も
、
憲
法
上
の
問
題
は
な
い
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

2
　
そ
の
他
（
二
一
条
～
二
三
条
）

　

同
じ
く
附
則
的
な
規
定
と
し
て
、
可
分
（severability

）
条
項
、
関
連
法
令
の
改
廃
や
施
行
日
に
つ
い
て
の
定
め
も
置
か
れ
て
い

る
。

　
［
二
一
条
（
可
分
性
）

　

こ
の
［
法
律
］
の
規
定
ま
た
は
労
働
者
も
し
く
は
使
用
者
に
対
す
る
そ
の
適
用
が
無
効
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
無
効
は
、
無
効
な
規

定
な
し
に
有
効
に
な
る
他
の
規
定
ま
た
は
適
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。］

　

二
一
条
の
立
法
上
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
可
分
性
に
関
す
る
一
般
的
な
制
定
法
や
、
州
の
最
上
級
裁
判
所
の
判
例
が
採
用
す
る
可
分

性
に
関
す
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
が
、
州
に
な
い
場
合
に
同
条
を
定
め
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る（

（20
（

。
二
二
条
は
、
廃
止
（Repeals

）

お
よ
び
適
合
的
改
正
（Conform

ing A
m

endm
ents

）
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
条
文
の
内
容
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
同
条
の

立
法
上
の
注
記
は
、
三
条
⒞
項
を
参
照
し
、
州
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
関
連
す
る
本
法
の
規
定
に
よ
っ
て
適
合
す
る

改
正
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
そ
の
州
法
を
精
査
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る（

（20
（

。
二
三
条
は
、
施
行
日

に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
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三　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
規
定
内
容
を
中
心
に
、
各
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
も
記
述
が
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
全
国
統
一
的
な
ル
ー
ル
や
規
制
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み

の
過
程
を
追
っ
て
き
た
。

　

本
稿
執
筆
時
点
で
、
①
バ
ー
モ
ン
ト
州（

（20
（

、
②
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州（

（20
（

、
③
オ
ク
ラ
ホ
マ
州（

（20
（

に
て
、
本
法
を
採
択
す
る
内
容
の
法

案
が
提
出
さ
れ
て
い
る（

（20
（

。
コ
ロ
ラ
ド
州
で
も
法
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
採
択
が
見
送
ら
れ
た（

（20
（

。
も
と
も
と
①
バ
ー
モ
ン
ト
州
に
は
雇

用
関
係
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
広
く
適
用
さ
れ
る
制
定
法
は
な
く
、
競
業
避
止
特
約
は
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
っ
て
規
律
さ

れ
て
い
た（

（20
（

。
②
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
も
、
同
様
で
あ
る（

（21
（

。
こ
れ
に
対
し
、
③
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
、
法
案
が
採
択
さ
れ
れ
ば
重
要

な
方
針
転
換
を
迎
え
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
、
雇
用
関
係
に
お
け
る
競
業
禁
止
特
約
や
取
引
禁
止
特
約
を
禁
止
す
る（

（21
（

（
勧
誘
禁
止
特
約（

（21
（

や
引
抜
禁
止
特
約（

（21
（

は
認
め
ら
れ
う
る
。）
と
い
う
強
力
な
規
制
を
行
っ
て
い
る
州
で
あ
る
た
め
、
本
法
を
採
択
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
禁
止
し
て
い
た
特
約
を
一
定
の
場
合
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
コ
ロ
ラ
ド
州
に
は
、
既
に
制
定
法
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
営
業
秘
密
の
保
護
や
勤
続
二
年
未
満
の
労
働
者
の
教
育
訓
練
費
用
の
返
還
な
ど
を
除
き
、
労
働
者
の
競
業
避
止
特
約
を
無
効

と
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る（

（21
（

。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
が
構
築
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
焦
点
は
、
当

面
の
間
は
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
州
が
本
法
を
採
択
す
る
か
に
あ
る
。

　

本
法
の
要
点
は
、
前
記
二
㈠
2
で
も
整
理
し
た
通
り
、
多
様
な
「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
」
を
規
制
す
る
適
用
範
囲
の
広

範
さ
、
低
賃
金
労
働
者
に
関
す
る
競
業
避
止
特
約
の
禁
止
、
事
前
通
知
な
ど
の
手
続
要
件
、
州
労
働
省
に
よ
る
制
裁
金
と
執
行
、
広

範
な
特
約
の
修
正
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
が
、
規
定
内
容
や
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
（
本
稿
で
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
と
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
た
。）
か
ら
の
変
遷
を
踏
ま
え
る
と
、
さ
ら
に
、
次
の
特
徴
や
論
点
な
い
し
疑
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問
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
競
業
避
止
特
約
の
効
力
制
限
に
関
し
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
約
因
や
退
職
理
由
・
解
雇
理
由
を
加
味
し
つ
つ
、
合
理
性
要
件

を
中
心
に
有
効
性
を
判
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
本
法
に
は
、
様
々
な
切
り
口
か
ら
ル
ー
ル
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
四
条
の
通
知
義
務
お
よ
び
特
約
の
要
式
性
、
五
条
の
報
酬
要
件
、
八
条
以
下
の
特
約
期
間
の
上
限
規
制
で
あ

る
。
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
判
断
は
、
特
に
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
い
て
は
、
州
に
よ
り
内
容
の
異
な
る
合
理
性
基
準
の
下
で
、
な
お

か
つ
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
当
事
者
に
と
っ
て
予
測
可
能
性
に
欠
け
る
こ
と
が
予
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

特
に
労
働
者
に
と
っ
て
は
そ
の
こ
と
が
深
刻
な
萎
縮
効
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
除
去
す
る
趣
旨
で
明
確
な
ル
ー

ル
を
定
め
て
い
る
こ
と
は
、
本
法
の
注
釈
で
も
繰
り
返
し
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
本
法
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
統
一
法
と
し
て
各
州
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
州
に
よ
る
解
釈
上
の
相
違
が
発
生
す
る
余
地
を
可
能
な
限
り

減
ら
そ
う
と
し
た
努
力
が
な
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
法
の
下
で
は
、
州
に
よ
っ
て
解
釈
上
ま
た
は

適
用
上
の
相
違
が
生
じ
う
る
の
は
、
七
条
の
合
理
性
の
有
無
や
、
八
条
⑵
号
の
厳
格
な
限
定
の
有
無
な
ど
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
特
約
期
間
の
上
限
規
制
に
よ
っ
て
、
有
効
に
な
る
余
地
の
あ
る
特
約
の
範
囲
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
の
明
確
化
は
、
本
法
の
大
き
な
意
義
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
ル
ー
ル
の
硬
直
化
を
招
く
お
そ

れ
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
や
（
低
賃
金
労
働
者
に
限
っ
て
特
約
を
禁
止
す
る
州
も
含
め
て
）
こ
れ
と
概
ね
同
じ
内
容
を

定
め
た
に
止
ま
る
制
定
法
に
よ
る
規
律
で
期
待
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
ル
ー
ル
と
し
て
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例

え
ば
、
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
が
一
年
間
を
超
え
て
そ
の
競
争
上
の
価
値
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う（

（21
（

。
よ
り
具
体

的
に
は
、
本
法
の
取
引
禁
止
特
約
と
勧
誘
禁
止
特
約
の
区
別
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
な
か
っ
た（

（21
（

、
か
な
り
細
か
い
類
型

化
で
あ
る
と
い
え
、
特
約
が
も
つ
制
約
的
効
果
の
大
き
さ
の
観
点
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
特
約
類
型
の
上
限
期
間
を
截
然
と
分
け
て
い

る
が
、
競
業
制
限
の
合
理
的
期
間
は
、
主
と
し
て
正
当
な
利
益
を
構
成
す
る
顧
客
関
係
が
ど
の
程
度
続
く
の
か
、
す
な
わ
ち
、
退
職
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労
働
者
の
顧
客
に
対
す
る
誘
引
力
が
ど
の
程
度
保
持
さ
れ
る
の
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
（
前
記
二
㈢
2
⑴
ⅰ
）
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
退

職
労
働
者
と
顧
客
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
ら
取
引
を
持
ち
か
け
た
の
か
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
の

点
は
合
理
性
基
準
の
適
用
の
中
で
、
業
種
や
職
種
な
ど
に
由
来
す
る
顧
客
関
係
の
性
質
を
も
考
慮
し
て
区
別
す
る
ほ
う
が
適
切
な
対

応
で
あ
り
、
規
制
の
明
確
化
と
周
知
は
、
報
酬
要
件
や
、
通
知
義
務
・
要
式
性
に
よ
っ
て
十
分
に
実
現
さ
れ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

次
に
、
本
法
に
は
そ
の
規
定
内
容
か
ら
も
、
い
く
つ
か
の
論
点
や
疑
問
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
は
八
条
⑵
号

に
承
継
さ
れ
た
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
七
条
の
合
理
性
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
は
、
注
釈
に
よ
っ
て

も
、
使
用
者
の
利
益
・
労
働
者
の
利
益
・
公
共
の
利
益
の
均
衡
を
諸
般
の
事
情
か
ら
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
競
業
禁
止
特
約
（
八
条
）
以
外
の
類
型
の
特
約
が
ど
の
よ
う
に
合
理
性
を
判
断
す
る
の
か
が
不
明
確
な
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

競
業
禁
止
特
約
と
取
引
禁
止
特
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
一
方
で
、
競
業
禁
止
特
約
が
最
も
制
限
的
な
特
約
類
型
で
あ
る
と
解
さ

れ
て
お
り
（
八
条
⑶
号
🄑
、
前
記
二
㈢
2
⑴
ⅲ
）、
他
方
で
、
特
約
の
上
限
期
間
は
、
そ
の
制
約
的
効
果
を
理
由
に
取
引
禁
止
特
約
の

ほ
う
が
短
く
定
め
ら
れ
て
お
り
（
一
〇
条
⑵
号
、
前
記
二
㈢
2
⑶
）、
こ
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
る
の
か
が
明
確
で
な
い（

（21
（

。

な
お
、
引
抜
禁
止
特
約
の
上
限
期
間
が
取
引
禁
止
特
約
と
同
様
に
短
い
（
一
二
条
⑵
号
）
こ
と
に
つ
い
て
は
、
引
抜
禁
止
は
、
労
働

力
の
流
動
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
そ
も
そ
も
引
抜
禁
止
特
約
を
正
当
化
し
、
有
効
に
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
な
立
場
を
と
っ
て
い

る
（
し
た
が
っ
て
、
特
約
を
執
行
で
き
る
の
は
、
退
職
労
働
者
が
反
競
争
的
な
態
様
の
引
抜
き
を
行
っ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。）
と
い
う
趣
旨

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
前
記
二
㈢
2
⑸
）。
こ
の
よ
う
に
本
法
で
は
、
全
体
的
に
取
引
禁
止
特
約
の
位
置
づ
け
が
不
明
確
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
も
検
討
し
た
通
り
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
や
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
な
ど
の
解
釈
は
、
本
法

三
条
⒝
項
前
段
の
下
で
も
、
な
お
七
条
や
八
条
⑵
号
の
解
釈
・
適
用
に
当
た
っ
て
参
考
に
な
り
う
る
。
本
法
と
の
関
係
で
法
的
拘
束
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力
は
な
い
も
の
の
、
参
考
に
な
り
う
る
こ
と
は
各
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、（
本
法
施
行
後
の
）
各
州
コ
モ
ン
ロ
ー
に
つ
い

て
も
い
え
（
本
法
三
条
の
注
釈
、
前
記
二
㈡
2
）、
前
述
し
た
州
に
よ
り
適
用
上
の
相
違
が
生
じ
う
る
領
域
と
関
わ
る
が
、
合
理
性
基

準
や
約
因
な
ど
は
既
存
の
コ
モ
ン
ロ
ー
や
制
定
法
の
適
用
が
州
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
本
法
採
択
後
も
規
制
の
統
一
化
（
本
法
一

八
条
）
に
向
け
て
の
課
題
は
な
お
残
る
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、
日
本
法
へ
の
示
唆
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
雇
用
関
係
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
日
本

法
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
の
ル
ー
ル
に
近
い
も
の
と
い
え
る（

（21
（

と
こ
ろ
、
本
法
が
コ
モ
ン
ロ
ー
に
変
更
を
加
え
る
部
分
と

し
て
定
め
た
（
三
条
⒝
項
前
段
参
照
）
報
酬
要
件
（
五
条
）
は
、
競
業
避
止
特
約
の
実
体
的
ル
ー
ル
の
変
容
を
伴
わ
ず
に
、
ル
ー
ル
を

明
確
化
し
、
判
断
の
予
測
可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
日
本
法
に
対
し
て
も
一
定
の
示
唆
が
期
待
で
き
る
。
特
約
の
類
型

化
（
七
条
な
い
し
一
四
条
）
も
、
ル
ー
ル
の
明
確
化
な
ど
に
つ
な
が
る
政
策
と
な
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
特
約
の
写
し
の
交
付
義
務

（
四
条
⒜
⑸
号
本
文
）
は
、
特
約
締
結
後
の
手
続
的
義
務
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
不
履
践
は
特
約
の
有
効
性
を
否
定
す
る
効
果
を
も
つ

た
め
、
使
用
者
に
と
っ
て
過
大
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
も
あ
る
（
四
条
⒜
項
⑸
号
た
だ
し
書
・
⒞
項
）
が
、
通
知
義
務
と
と

も
に
、
手
続
的
要
件
が
使
用
者
に
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
法
は
、
純
然
た
る
契
約
法
の
枠

組
み
（
こ
の
こ
と
は
特
に
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。）
を
超
え
、
通
知
要
件
や
報
酬
要
件
の
画
定
、
民

事
制
裁
金
の
賦
課
（
一
六
条
⒠
項
）
を
通
じ
て
、
州
労
働
省
な
ど
の
所
管
機
関
に
よ
る
行
政
的
な
関
与
を
も
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と

も
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
特
に
行
政
措
置
と
し
て
の
民
事
制
裁
金
は
興
味
深
い
重
要
な
政
策
と
い
え
る
。
ま
た
、
訓
練
費
用
返
還
特

約
（
一
四
条
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
に
も
同
様
の
議
論
が
あ
る（

（21
（

が
、
日
本
法
と
は
違
い
、
本
法
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
雇
用
に
お
け

る
競
業
避
止
特
約
の
一
種
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
訓
練
費
用
返
還
特
約
の
有
効
性
を
制
限
す
る
制
約
原
理
が
日
本
法

と
は
異
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
中
心
に
、
本
法
を
素
材
と
し
つ
つ
、
本
法
の
各
規
定
の
基
と
な
っ
て
い
る
具
体
的
な

州
法
と
併
せ
て
検
討
す
る
比
較
法
的
考
察
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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＊　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
全
条
文
の
試
訳
お
よ
び
各
条
文
に
対
す
る
注
釈
の
詳
細
な
紹
介
を
行
う
こ
と

に
つ
き
、
筆
者
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学
中
に
お
け
る
指
導
教
授
で
あ
り
、
同
法
の
策
定
事
業
に
お
け
る
顧
問

（reporter

）
を
お
務
め
に
な
っ
た
（
さ
ら
に
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
策
定
事
業
に
お
け
る
第
五
章
（「
公
序
違
反
の
違
法
解
雇

の
不
法
行
為
」）
お
よ
び
第
八
章
の
起
草
者
（reporter

）
を
も
お
務
め
に
な
っ
た
）
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
Ｊ
・
シ
ュ
ワ
ブ
教
授
の
ご
協
力

に
よ
り
、
統
一
法
委
員
会
か
ら
許
諾
を
い
た
だ
い
た
。
シ
ュ
ワ
ブ
教
授
、
同
法
の
準
備
委
員
会
、
統
一
法
委
員
会
に
は
、
こ
の
場
を
借
り

て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
本
稿
の
翻
訳
は
、
統
一
法
委
員
会
に
よ
る
正
式
な
も
の
で
は
な
く
、
本
稿
に
お
け
る
誤
り
に
つ
い
て
の

責
任
は
当
然
筆
者
に
あ
る
。

　

In w
riting this article, the author has obtained perm

ission to provide a tentative translation of all sections of the 
U

niform
 Restrictive Em

ploym
ent A

greem
ent A

ct and to introduce in detail the com
m

ents to each section, w
ith 

the cooperation of Professor Stew
art J. Schw

ab, the supervisor of m
y study at Cornell Law

 School and one of the 
reporters for this A

ct 

（in addition, the reporter for Chapter 5‌ and Chapter 8‌ of the Restatem
ent of Em

ploym
ent 

Law

）. I w
ould like to express m

y deepest appreciation to Professor Schw
ab, the preparing com

m
ittee for this A

ct, 
and the U

niform
 Law

 Com
m

ission. T
herefore, the translations in this article are not offi

cial ones from
 the U

niform
 

Law
 Com

m
ission, and errors that rem

ain are, of course, m
y ow

n.

＊　

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
雇
用
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
の
実
現
手
段
に
関
す
る
比

較
法
的
展
開
」（
課
題
番
号
：22K

01197

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
169
）　U
N
IFO
RM R

EST
RICT

IV
E E

M
PLO

Y
M
EN
T A

GREEM
EN
T A

CT 

§ 15‌  CM
T. （U

N
IF. L

A
W C

O
M
M

’N 2021

）.

（
170
）　R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N
T
RA
CT
S 

§ 184 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）. 

同
条
の
翻
訳
と
し
て
、
松
本
・
前
掲
注（
71
）八
二
八

頁
も
参
照
。

（
171
）　

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
七
八
条
は
「
公
序
を
理
由
と
し
て
契
約
条
件
が
無
効
と
な
る
場
合
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、

一
項
が
「
約
束
そ
の
他
の
合
意
条
件
は
、
立
法
が
そ
れ
は
無
効
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
そ
の
状
況
に
お
い
て
当
該
条
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件
の
執
行
に
反
対
す
る
公
序
が
そ
の
執
行
の
利
益
よ
り
も
明
ら
か
に
重
要
で
あ
る
場
合
、
公
序
を
理
由
と
し
て
無
効
と
な
る
。」、
二
項
が

「
契
約
条
件
の
執
行
の
利
益
を
評
価
す
る
際
に
は
、
次
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
⒜
両
当
事
者
の
正
当
な
期
待
、
⒝
執
行
が
否
定
さ
れ
た

場
合
に
生
じ
う
る
一
切
の
権
利
の
喪
失
（forfeiture

）
お
よ
び
⒞
特
定
の
条
件
の
執
行
に
お
け
る
一
切
の
特
別
な
公
益
」、
三
項
が
「
契

約
条
件
の
執
行
に
反
対
す
る
公
序
を
評
価
す
る
際
に
は
、
次
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
⒜
立
法
や
判
決
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
当
該

公
序
の
強
度
、
⒝
当
該
条
件
の
執
行
の
否
定
に
よ
っ
て
当
該
公
序
が
促
進
さ
れ
る
可
能
性
、
⒞
関
係
す
る
一
切
の
違
法
行
為
の
重
大
性
お

よ
び
そ
の
計
画
性
の
程
度
な
ら
び
に
⒟
当
該
違
法
行
為
と
当
該
条
件
と
の
間
の
関
係
の
直
接
性
」
と
記
述
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） OF C
O
N
T
RA
CT
S 

§ 178 （A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）.

（
172
）　

本
条
⑴
項
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
35
）参
照
。

（
173
）　See R

EST
A
T
EM
EN
T （S

ECO
N
D

） OF C
O
N
T
RA
CT
S 

§ 184 cm
t. b, illus. 2, illus. 3‌ （A

M. L
A
W I N

ST. 1981

）.

（
174
）　Id. 

§ 184 cm
t. b.

（
175
）　

第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
八
条
は
、「
取
引
制
限
に
お
け
る
分
割
可
能
な
約
束
」
に
つ
い
て
、「
合
意
に
お
け
る
合
理

的
な
取
引
制
限
の
約
束
が
、
不
合
理
な
取
引
制
限
の
約
束
を
追
加
し
て
い
る
場
合
、
合
意
全
体
が
独
占
を
得
る
た
め
の
計
画
の
一
部
で
な

い
か
ぎ
り
、
前
者
の
約
束
は
有
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
契
約
条
件
が
不
可
分
の
（indivisible

）
約
束
の
完
全
な
履
行
が
不
合
理
な
取
引

制
限
を
伴
う
場
合
、
当
該
約
束
は
違
法
で
あ
り
、
合
理
的
な
取
引
制
限
と
な
る
履
行
に
つ
い
て
も
、
無
効
と
な
る
。」
と
記
述
し
て
い
る
。

R
EST

A
T
EM
EN
T O

F C
O
N
T
RA
CT
S 

§ 518 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1932

）. 

同
条
の
「
不
可
分
」
の
内
容
に
関
し
、
例
え
ば
、
指
定
さ
れ
た
都
市
を

除
く
あ
る
州
の
範
囲
内
で
特
定
の
事
業
に
関
与
し
な
い
と
い
う
約
束
で
は
、
そ
の
地
域
全
体
は
不
可
分
で
あ
る
が
、
指
定
さ
れ
た
都
市
で

特
定
の
事
業
に
関
与
し
な
い
と
い
う
約
束
は
、
分
割
可
能
（divisible

）
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。Id. 

§ 518 cm
t. b. 

ま
た
、
①

「
事
業
の
所
在
す
る
都
市
内
ま
た
は
そ
の
半
径
五
〇
マ
イ
ル
以
内
」
と
い
う
地
域
的
範
囲
を
定
め
る
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
、
半
径
二

五
マ
イ
ル
を
超
え
る
地
域
が
不
合
理
で
あ
る
場
合
、「
事
業
の
所
在
す
る
都
市
内
」
の
部
分
の
み
が
有
効
と
な
る
。Id. 

§ 518 cm
t. b 

illus. 1. 

②
パ
ン
屋
お
よ
び
菓
子
屋
の
事
業
譲
渡
に
伴
う
「
パ
ン
屋
、
菓
子
屋
そ
の
他
の
事
業
」
と
い
う
事
業
を
定
め
る
競
業
避
止
特
約

に
つ
い
て
、「
パ
ン
屋
、
菓
子
屋
」
の
部
分
の
み
が
有
効
と
な
る
。Id. 
§ 518 cm

t. b illus. 2.

（
176
）　R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N
T
RA
CT
S 

§ 184 reporters

’ notes 
（A

M. L
A
W I N

ST. 1981

）. 

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
一
八
四
条
⑵
項
の
ル
ー
ル
の
下
で
は
、
前
掲
注（
175
）の
①
の
事
例
に
つ
き
、
特
約
が
公
正
な
交
渉
の
結
果
で
あ
る
か
ぎ
り
、「
事
業
の
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所
在
す
る
都
市
内
」
の
部
分
に
加
え
、
半
径
二
五
マ
イ
ル
以
内
の
地
域
に
つ
い
て
も
特
約
が
有
効
に
な
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） 
O
F C

O
N
T
RA
CT
S 

§ 184 cm
t. b, illus. 3. 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）. 

②
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一

六
条
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
場
合
と
同
様
の
部
分
が
有
効
と
な
る
が
、
使
用
者
が
「
誠
実
に
、
か
つ
、
公
正
取
引
の
合
理
的
基
準
に
従
っ

て
当
該
条
件
を
得
た
」
こ
と
が
必
要
と
な
る
。Id. 

§ 184 cm
t. b illus. 2.

（
177
）　R

EST
A
T
EM
EN
T O

F E
M
PLO

Y
M
EN
T L

A
W 

§ 8.08 （A
M. L

A
W I N

ST. 2015

）.

（
178
）　Id. 

§ 8.08 cm
t. a.

（
179
）　Id.

（
180
）　Id. 

§ 8.08 cm
t. b.

（
181
）　U

N
IFO
RM R

EST
RICT

IV
E E

M
PLO

Y
M
EN
T A

GREEM
EN
T A

CT 

§ 16‌  CM
T. （U

N
IF. L

A
W C

O
M
M

’N 2021

）.

（
182
）　

一
六
条
の
注
釈
か
ら
は
明
確
で
な
い
が
、
七
条
の
合
理
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
八
条
⑵
号
の
厳
格
な
限
定
が
否
定
さ

れ
る
場
合
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
183
）　H

&
R Block T

ax Servs. v. Circle A
. Enters., 693 N

.W
.2d 548, 553 （N

eb. 2005

）.

（
184
）　Lanm

ark T
ech., Inc. v. Canales, 454 F. Supp. 2d 524, 529 （E.D

. V
a. 2006

）.

（
185
）　W

is. Stat. A
nn. 

§ 103.465; General M
ed. Corp. v. K

obs, 507 N
.W

.2d 381, 385 

（W
is. 1993

） （quoting Streiff v. 
A

m
erican Fam

ily M
utual Ins. Co., 348 N

.W
.2d 505, 509 （W

is. 1984

））.

（
186
）　

こ
の
よ
う
な
厳
格
な
立
場
を
採
用
し
て
い
た
も
の
と
し
て
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
八
条
が
あ
る
。
前
掲
注（
175
）。

（
187
）　

契
約
違
反
に
対
す
る
権
利
救
済
と
し
て
の
差
止
命
令
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
三
五
七
条
な
い
し
三
六

九
条
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N
T
RA
CT
S 

§§ 357-369 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）. 

ま
た
、
労
働
者
の
契
約

違
反
を
根
拠
と
す
る
差
止
命
令
に
つ
い
て
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
九
・
〇
八
条
に
も
記
述
が
あ
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T O

F 
E
M
PLO

Y
M
EN
T L

A
W 

§ 9.08 

（A
M. L

A
W I N

ST. 2015

）. 

同
条
の
試
訳
お
よ
び
注
釈
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
植
田
・
前
掲
注（
14
）七
九
頁
参

照
。

（
188
）　

契
約
違
反
に
対
す
る
権
利
救
済
と
し
て
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
三
四
六
条
な
い
し
三
五

六
条
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N
T
RA
CT
S 

§§ 346-356 
（A

M. L
A
W I N

ST. 1981

）. 

ま
た
、
労
働
者
の
契
約
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違
反
を
根
拠
と
す
る
損
害
賠
償
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
九
・
〇
七
条
に
も
記
述
が
あ
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T O

F 
E
M
PLO

Y
M
EN
T L

A
W 

§ 9.07 

（A
M. L

A
W I N

ST. 2015

）.

同
条
の
試
訳
お
よ
び
注
釈
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
植
田
・
前
掲
注（
14
）七
七
頁
参

照
。

（
189
）　

損
害
賠
償
額
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
統
一
商
事
法
典
二
―
七
一
八
条
や
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
三
五
六
条
に
も
記
述
が

あ
る
。U

.C.C. 

§ 2-718 

（A
M. L

A
W I N

ST. &
 U
N
IF. L

A
W C

O
M
M

’N am
ended 2005

）, R
EST

A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N
T
RA
CT
S 

§§ 
356 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）. 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
含
め
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
法
と
の
比
較
法
的
検
討
を

行
っ
た
先
行
業
績
と
し
て
、
木
南
敦
「
損
害
賠
償
額
の
予
定
と
違
約
罰
に
つ
い
て
―
ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
に
し
て
⑴
」
法
学
論
叢
一
一
三

巻
六
号
一
頁
以
下
（
一
九
八
三
年
）、
同
「
⑵
・
完
」
法
学
論
叢
一
一
四
巻
四
号
一
頁
以
下
（
一
九
八
四
年
）、
木
原
浩
之
「『
損
害
賠
償

額
の
予
定
』
ル
ー
ル
と
非
良
心
性
の
法
理
」
山
田
卓
生
古
稀
『
損
害
賠
償
法
の
軌
跡
と
展
望
』
四
四
一
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇

八
年
）。

（
190
）　

弁
護
士
費
用
は
、
制
定
法
や
当
事
者
の
合
意
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
各
当
事
者
が
そ
の
弁
護
士
費
用
を
負
担
す
る
の

で
あ
っ
て
、
敗
訴
者
が
負
担
す
る
の
で
は
な
い
。R

EST
A
T
EM
EN
T O

F E
M
PLO

Y
M
EN
T L

A
W 

§ 9.05 cm
t. i （A

M. L
A
W I N

ST. 2015

）.

（
191
）　

一
六
条
の
注
釈
に
は
、
こ
の
点
は
「
使
用
者
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
労
働
者
」
の
誤
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
192
）　U

N
IFO
RM R

EST
RICT

IV
E E

M
PLO

Y
M
EN
T A

GREEM
EN
T A

CT 

§ 17‌  CM
T. （U

N
IF. L

A
W C

O
M
M

’N 2021

）.

（
193
）　R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N
FLICT O

F L
A
W
S 

§ 196 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1971

）. 

同
条
の
翻
訳
に
あ
た
り
、
山
川
隆
一
『
国
際

労
働
関
係
の
法
理
』
六
四
頁
（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
194
）　

本
条
は
、
労
務
の
提
供
が
契
約
当
事
者
本
人
に
よ
る
も
の
か
、
契
約
当
事
者
の
た
め
に
こ
れ
を
行
う
他
者
に
よ
る
も
の
か
を
問
わ
ず
、

適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
使
用
人
、
独
立
契
約
者
お
よ
び
代
理
人
な
ら
び
に
弁
護
士
、
医
師
、
仲
介
人
、
委
託
売
買
人
な
ど
公
共
性
の
あ
る

専
門
職
を
行
う
者
と
の
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N
FLICT O

F L
A
W
S 

§ 196 cm
t. a. 

（A
M. L

A
W I N

ST. 
1971

）.

（
195
）　

本
条
の
ル
ー
ル
を
適
用
し
て
選
択
さ
れ
た
法
は
、
契
約
期
間
、
契
約
解
除
の
可
否
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
、
雇
用
契
約
の
要
式

性
な
ど
を
決
定
す
る
。Id.

（
196
）　

当
事
者
間
の
準
拠
法
選
択
条
項
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。Id. 

§ 187.
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（
197
）　

本
条
は
、
契
約
に
よ
っ
て
労
務
の
主
要
部
分
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
州
が
、
単
一
で
あ
っ
て
、
契
約
締
結
時
に
特
定
で

き
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
務
の
主
要
部
分
が
提
供
さ
れ
る
場
所
が
、
契
約
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
契
約
条
件
、

当
該
労
務
の
性
質
な
ど
の
諸
般
の
事
情
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
出
張
販
売
員
と
し
て
複
数
の
州
で
勤
務

す
る
内
容
の
契
約
や
、
複
数
の
州
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
で
労
務
が
提
供
さ
れ
う
る
契
約
に
は
本
条
の
ル
ー
ル
は
適
用
で
き
な
い
。Id. 

§ 
196 cm

t. a.

（
198
）　

準
拠
法
選
択
の
ル
ー
ル
を
含
ま
な
い
点
で
、
州
の
「
法
（law

）」
と
は
異
な
る
。Id. 

§ 196 cm
t. e, 

§ 186 cm
t. b.

（
199
）　

第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
は
、「
準
拠
法
選
択
の
原
則
」
に
つ
き
、「
⑴
裁
判
所
は
、
憲
法
上
の
制
限
を
受
け
る
が
、

準
拠
法
の
選
択
に
つ
い
て
自
州
の
制
定
法
に
よ
る
指
示
に
従
う
も
の
と
す
る
。
⑵
そ
の
よ
う
な
指
示
が
な
い
場
合
、
適
用
さ
れ
う
る
法
の

ル
ー
ル
の
選
択
に
関
連
す
る
要
素
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
⒜
州
際
的
お
よ
び
国
際
的
な
制
度
の
必
要
性
、
⒝
法
廷
地
に
お
け
る
関
連

政
策
、
⒞
他
の
利
害
関
係
州
の
関
連
政
策
お
よ
び
特
定
の
問
題
の
決
定
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
州
の
利
益
の
比
較
、
⒟
正
当
な
期
待
の
保
護
、

⒠
特
定
の
法
分
野
の
基
礎
と
な
る
基
本
的
な
政
策
、
⒡
結
果
の
確
実
性
、
予
測
可
能
性
お
よ
び
統
一
性
、
⒢
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
の
決
定

お
よ
び
適
用
の
容
易
性
」
と
記
述
し
て
い
る
。Id. 

§ 6.

（
200
）　U

N
IFO
RM R

EST
RICT

IV
E E

M
PLO

Y
M
EN
T A

GREEM
EN
T A

CT 

§ 19‌  CM
T.; 

§ 20‌  CM
T. （U

N
IF. L

A
W C

O
M
M

’N 2021

）.

（
201
）　U

.S. C
O
N
ST. art. I, 

§ 10, cl.1. 

同
条
の
翻
訳
に
あ
た
り
、
樋
口
範
雄
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
（
第
二
版
）』
二
五
三
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇

二
一
年
）
を
参
照
し
た
。

（
202
）　U

N
IFO
RM R

EST
RICT

IV
E E

M
PLO

Y
M
EN
T A

GREEM
EN
T A

CT 

§ 21‌  LEGISLA
T
IV
E N
O
T
E （U

N
IF. L

A
W C

O
M
M

’N 2021

）.

（
203
）　Id. 

§ 22‌  LEGISLA
T
IV
E N
O
T
E.

（
204
）　

法
案
で
は
、
五
条
（
低
賃
金
労
働
者
）
に
つ
い
て
は
、
本
法
が
「
こ
の
州
の
被
用
者
の
年
間
平
均
賃
金
よ
り
も
低
い
」
と
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
を
、「
州
の
直
近
の
年
間
平
均
賃
金
の
一
・
五
倍
」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
条
⒜
項
（
執
行
お
よ
び
権
利
救
済
）
に
つ

い
て
は
、
選
択
肢
Ａ
を
採
用
し
て
い
る
。

（
205
）　

法
案
で
は
、
一
六
条
⒜
項
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
Ｂ
を
採
用
し
て
い
る
。

（
206
）　

法
案
で
は
、
一
六
条
⒜
項
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
Ａ
を
採
用
し
て
い
る
。

（
207
）　

採
択
状
況
に
つ
い
て
は
、U

niform
 Law

 Com
m

ission, R
EST

RICT
IV
E E

M
PLO

Y
M
EN
T A

GREEM
EN
T A

CT, https://w
w

w
.
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（
208
）　

法
案
で
は
、
一
六
条
⒜
項
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
Ｂ
を
採
用
し
て
い
た
。

（
209
）　E

.g., Roy

’s O
rthopedic v. Lavigne, 454 A

.2d 1242 （1982

）.
（
210
）　E

.g., Reddy v. Com
m

unity H
ealth Found. of M

an, 298 S.E.2d 906 （1982

）.

（
211
）　O

K
LA. S

T
A
T. tit. 15‌ 

§§ 217-219.

（
212
）　Id. 
§ 219A

. See also Inergy Propane, LLC v. Lundy, 219 P.3d 547, 557 （O
kla. A

pp. D
iv. 

2 2008

）.

（
213
）　O

K
LA. S

T
A
T. tit. 15‌ 

§ 219B.

（
214
）　Colo. Rev. Stat. 
§ 8‑2‑113. 

た
だ
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
同
様
に
、
合
理
性
要
件
の
充
足
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。H

arvey Barnett, 
Inc. v. Shidler, 338 F.3d 1125,1133 （10th Cir. 1998

）.

（
215
）　

営
業
秘
密
に
つ
い
て
は
、
特
約
期
間
が
本
法
で
制
限
さ
れ
て
い
る
競
業
避
止
特
約
に
よ
ら
ず
と
も
、
統
一
営
業
秘
密
法
な
ど
に
よ
る

営
業
秘
密
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
が
、（
営
業
秘
密
た
る
顧
客
情
報
と
は
区
別
さ
れ
る
）
顧
客
関
係
に
つ
い
て
は
、

勧
誘
禁
止
特
約
な
ど
の
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
保
護
す
る
必
要
性
が
残
る
。

（
216
）　

前
掲
注（
110
）参
照
。

（
217
）　

勧
誘
禁
止
特
約
の
存
在
を
措
き
、
競
業
禁
止
特
約
と
取
引
禁
止
特
約
と
の
比
較
だ
け
で
あ
れ
ば
、
取
引
禁
止
特
約
は
専
ら
顧
客
関
係

の
み
を
正
当
な
利
益
と
し
て
保
護
す
る
（
一
〇
条
⑴
号
）
の
に
対
し
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
顧
客
関
係
の
ほ
か
、
営
業
秘
密
を
保
護
す
る

場
合
も
あ
り
（
八
条
⑴
号
🄒
お
よ
び
🄓
）、
顧
客
関
係
に
つ
い
て
は
、
営
業
秘
密
と
比
較
し
て
競
争
上
の
価
値
が
保
持
さ
れ
る
期
間
が
類

型
的
に
短
い
と
理
解
さ
れ
た
た
め
、
と
い
う
説
明
は
あ
り
う
る
。

（
218
）　

競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
関
し
、
日
本
法
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
と
比
較
し
た
も
の
と
し
て
、
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
法
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
正
当
な
利
益
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
七
三
九
号
六
〇
頁
以
下
（
二
〇
二
一
年
）。
ま
た
、
雇
用

法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
記
述
と
比
較
し
た
も
の
と
し
て
、T

oru U
eda, R

estrictions on Post-em
ploym

ent Com
petition: 

Com
paring the U

nited States w
ith Japan, 34‌ C

O
N
N
ECT

ICU
T J. O

F I N
T

’L L. 169-222 （2019

）.

（
219
）　

前
掲
注（
168
）。


